






















・Center on Philanthropy Panel Studies（COPPS）









なく，31％と報告されている（Center on Philanthropy Panel Study, 2006）。






Bureau, 2008）。The United States Census Bureauは1974年と1989年にも同様の調査を実施してお
り，1974年から最近までの経年的変化をコンパクトにまとめたものとして，“Volunteer growth in






Jones, Dickin, and Salamon（2010）によるものが優れている。
２　寄付によって支えられている組織
寄付によって支えられている組織とは，いわゆる非営利組織である。米国では，国税庁
































出典：Internal Revenue Service（1996） 
タックスコ ドー 　　　　　　活動領域 
501（c）（1） 議会の条例に基づいて設定された団体（１） 
501（c）（2） 所有権のみをもっている団体（２） 
501（c）（3） 宗教， 慈善団体 
501（c）（4） 社会福祉団体 






































し，寄付はほぼ横ばいであったと報告されている（Wing, Pollak, and Blackwood, 2008）。
利潤の追求を目的とせず，公益に貢献するはずの501（c）（3）および501（c）（4）組織が商業化を
進めていることについては，各方面から失望が表明されている（Backmanm & Smith, 2000;
Clotfelter, ed., 1992; Eikenberry, 2009; Grønbjerg & Salamon, 2003; Lipman & Schwinn, 2001;
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